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Abstract : The point of geographical education is to let students cultivate their geographical way of 

viewing and thinking of local features in relation to the natural surroundings and social 

environmental conditions and historical backgrounds. This is also mentioned in the governmental 

guidelines for teaching. In order to cultivate the students' geographical way ofviewing and thinking 

the teachers give lessons by making the students confirm the location of each area andJor region on 

the maps while showing them the geographical expansion. On the other hand， geography teachers 

at junior and senior high schools pay attention to how best to teach geography to their students 

preparing for senior high school or university entrance examinations. The problem is focused on two 

point自.One is whether schoollessons of geography alone can be enough for the students to pass the 

entrance examinations， and the other is whether there is any consistency between entrance 

examination questions and schoollessons in line with the governmental guidelines for teaching. 

In order to make these points clear， 1 examined the geography questions in some entrance 

examinations for se国orhigh school and in the National Center Test for University Admissions. As a 

result， two things became clear. One is that there is some consistency between schoollessons and 

entrance examinations for senior high school and the National Center Test for University 

Admissions and the other is that students need to have the more detailed geographical way of 

thinking and judging as they study more and more. Then 1 wondered how much knowledge of 

geography is required of university students who want to become social studies teachers after 

graduation. And 1 examined geography questions in the Teacher Employment Test. 1 analyzed the 

geography questions in entrance examinations for senior high school， the National Center Test for 

University Admissions and the Teacher Employment Test. As a result， it became clear that studying 

geography by finding out the location of some place on the mapand by reading the topographical 

map is necessary for having the fundamental knowledge of geography and for cultivating the 

geographical way ofviewing and thinking. 

Keyword : geographical education， governmental guidelines for teaching， senior high school entrance 
exams， university entrance exams， teacher employment test 

要旨:地理教育の視点は、児童生徒が地域の特色を自然環境や社会条件、歴史的背景と関連させて考察

し、地理的見方・考え方を培うことである。学習指導要領にも、その旨が記され、教師は地理的見方・

考え方を育成するため、地域の位置を地図で確認し、空間的広がりを示しながら授業を進めている。他

方、学校現場では、高校入試、大学入試を控えた生徒にどのように地理授業を行うかを意識している。

学校の授業だけで入試に備えることができるのか、学習指導要領に沿った授業と入試問題は整合性があ
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るのか、これが本論の論点である。

そこで、高校入試と大学入試センター試験の地理的内容の問題を例にして、仮説を立てて考察した。

その結果、高校入試、大学入試センター試験とも授業との整合性はあるが、発達段階に応じて、より詳

細な地理的思考・判断を要することがわかった。また、教員採用試験の地理的内容の問題を例にして、

社会科教員を目指す大学生に必要な地理的素養を考察した。その結果、高校入試・大学入試センター試

験・教員採用試験とも、地図上の位置や地形図読図が出題され、地図をとおして考えることこそが地理

的見方・考え方や地理的素養の基本であることが明らかになった。

キーワード:地理教育、学習指導要領、高校入試、大学入試、教員採用試験

1 .はじめに一研究の動機一 多く1)、また、高校入試・大学入試・教員採用試

筆者は中学校・高等学校で地理授業を行ってき 験を一括して論じた先行研究はなかったように

た。中学校・高等学校の地理教師は、生徒に地理 思われる 2)。

に興味・関心をもたせ、地理教育の視点である地

域の特色を自然環境や社会条件、歴史的背景と関

連づけて考えさせ、地理的見方・考え方を培うこ

とを目標にして、日々授業を行っている。そのた

め、生徒は身近な地域や日本および世界の諸地域

について、発達段階に応じた知識・理解が必要で

あり、地図を使って、空間的広がりや地理的課題

について学習している。日々の授業が依拠すると

ころは学習指導要領である。学習指導要領および

解説には、各科目の目標・内容・指導計画の作成

と内容の取扱い、が記され、学校現場では、これ

に沿って学習指導案が作成され、授業が進められ

ている。

他方、中学校・高等学校では、教師も生徒も学

力の定着や成績向上とともに、授業内容が高校入

試や大学入試に結びついているか、入試に対応し

ているか、受験勉強の一助になっているかを意識

している。そこで筆者は、入試に耐えうる地理授

業、いわゆる受験地理について、学習指導要領に

示された地理教育の視点との関連はどうなのか、

また、社会科教員を目指し、学習指導要領を学ぶ

大学生に求められる地理的素養について、教員採

用試験との関連はどうなのか、を明らかにしよう

と考えた。論点は学習指導要領と高校入試・大学

入試・教員採用試験との整合性についてである。

なお、これまで学校現場からの地理教育に関す

る論考は、授業開発・授業分析・授業設計などが

2. 研究の方法

本論考に用いた資料は、連樹生の観点から、小学

校学習指導要領社会科の地理的内容3).中学校学

習指導要領社会科地理的分野4).高等学校学習指

導要領地理歴史科地理A・地理B5)および兵庫県

公立高等学校入学試験の地理的分野の問題6).大

学入試センター試験地理A・地理Bの問題7) 8) • 

兵庫県公立学校教員採用試験の地理的内容の問

題9)10)である。

また、研究の方法は、中学校・高等学校学習指

導要領と高校入試問題・大学入試センター試験問

題との整合性について仮説をたてて考察した。そ

の中で中学校では、高校入試問題の分析と学習指

導要領の関連を明らかにし、学習指導案(略案)

を作成して、授業の留意点を述べた。また、高等

学校では、大学入試センター試験問題と授業の留

意点について言及した。さらに大学では、教員採

用試験問題と小・中・高等学校学習指導要領に共

通する地理的見方・考え方について、また、社会

科教員を目指す大学生に求められる地理的素養

について考察した。

3.小学校・中学校・高等学校学習指導要領に共

通する地理的見方・考え方とその手法

小学校社会科地理的内容、中学校社会科地理的

分野、高等学校地理歴史科地理A ・地理Bの学習
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指導要領に共通する地理的見方・考え方は、小学

校では、「地域の様子は場所によって違いがある

(3・4学年)J、「国土の環境が人々の生活や産

業と密接な関連をもっている (5学年)J。中学校

では、「位置や空間的な広がりとのかかわりでと

らえる」、「環境条件や人間の営みなどと関連付け

て考察するJ、「地域は相互に関係しあっているJ、

「地域の特色には地方的特殊性と一般的共通性

があるj、「自然及び社会的条件と関連付けて考察

する」、「自然環境、歴史的背景、(中略)他地域

との結び付きを中核として考察するJ。高等学校

では、「地理的環境や民族性と関連付けてとらえ

るJ、「地域性や歴史的背景を踏まえて考察する」、

「多面的・多角的に調査するJ、「分布と人間生活

とのかかわりについて考察する」、「歴史的背景を

踏まえて多面的・多角的に地域の変容や構造を考

察するJことなどである。

これらに共通する内容は、地理的諸事象は「場

所による違い」や「地方的特殊性と一般的共通性j

があり、自然環境や社会条件、歴史的背景などと

関連している。また、地理的諸事象と人間生活と

のかかわりを「多面的・多角的考察し、地理的諸

課題を探究し、将来の国土の在り方などについて

展望させるj と述べている。

地理的見方・考え方を培う共通の手法は、「地

図や地球儀の活用Jである。小学校3・4学年で

は、身近な地域を観察・調査し、その結果を「白

地図にまとめJ、5・6学年では、「地図や地球

儀、資料などを活用し」、地域の特色や国土の環

境が人々の生活や産業と密接な関連があること

を考察する。中学校では、日本および世界の諸地

域の特色を「地球儀や世界地図を活用し」、自然

及び社会条件と関連付けて考察する。また、高等

学校では、「地球儀と世界地図との比較」、「世界

地図の読図J、「地形図の読図J、「目的や用途に適

した地図の作成」、「地域調査やその結果の地図

化」などである。

一般に、地理は地図をとおして考えるといわれ

るが、地球儀も不可欠である。球体である地球表

面を対象とする地理は、地球儀でなければ説明で

きない事象を多く含んで、いる。その地域の位置

(緯度・経度・赤道・北回帰線・南回帰線・北極

圏・南極圏・対蹴点など)、方位、面積、地球の

自転と公転による時差や季節の変化、大気の大循

環、海流、などである。これらは、地球儀を見て

考えると分かりやすい。また、校種によって扱う

地域の広がり(身近な地域、市区町村規模、国家

規模、外!・大陸規模、地球規模など)やアプロー

チの方法(高等学校の系統地理と地誌など)、内

容の深まりは異なるが、それは児童生徒の発達段

階によるものであって、地理的見方・考え方の基

本は同じである。

小学校での地理的内容の学習は、中学校でも、

高等学校でも生きているはずである。仮に高等学

校で地理を選択しなかった大学生も中学校の地

理的分野で学んだ地理的見方・考え方を身につけ

ておれば、後は、知識・理解の量を増やせば、教

員採用試験に対応できるはずである。単に、地名

物産を覚える地理ではなく、地理的事象の原因や

地方的特殊性、一般的共通性を地図をとおして理

解することが、地理的見方・考え方を培うことに

直結すると考える。

4.高校入試・大学入試を意識した中学校・高等

学校での地理

中学校・高等学校の地理授業は、学習指導要領

の目標や内容に沿った授業展開が望まれるが、現

場の教員は、多かれ少なかれ高校入試や大学入試

を意識して授業を行っている。ワークシートの

カッコの穴埋めや確認テスト、地理用語の確認、

図表の読み取り、白地図作業などは、地理の基礎

的内容の定着を図り、地理的見方・考え方を培う

前提となる。また、定期考査も入試を意識して作

成される場合が多く、過去聞や演習問題、実力テ

スト、模擬試験は、入試に直結している。それで

は、入試問題と学習指導要領の目標と内容は整合

性があるのか、現場の地理授業(学習指導案)は

整合性があるのか。次のような仮説を立て、中学

校と高等学校の地理授業について検証してみた

し、。
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【仮説】高校入試・大学入試と学習指導要領は整

合性がある

(1)高校入試問題と中学校社会科地理的分野の

学習指導案(略案)

仮説を検証するために、兵庫県公立高校入試問

題を例に、その傾向と対策(授業での留意点)を

考えてみたい。また、学習指導案(略案)を作成

してみたい。

1)兵庫県公立高等学校入試問題の例

表1は、平成20年~平成24年実施の兵庫県公立

高等学校入学試験社会科地理的分野の出題内容

である。ほぽ毎年、出題されるのは、「世界のす

がた」、「日本のすがた」、世界から見た日本のう

ちの「自然環境の特色J、「人口の特色J、「資源と

産業の特色」および「身近な地域の調査Jであり、

学習指導要領に示された中学校地理的分野から

満遍なく出題されている。

表 1

兵庫県公立高校入学試験社会科地理的分野出題内容一覧

(実施年)

出題内容 24年 23年 22年 21年 20年 l

世界のすがた O O O O 01 
世界各地の人々の生活と環境 O O 
世界の諸地域 O 
日本のすがた O O O O 
世界から見た日本

-自然環境の特色 O O O O O 
-人口の特色 O O O O 
-資源と産業の特色 O O O O O 
-地域聞の結びつきの特色 O O O 
日本の諸地域 O O O 
身近な地域の調査 O O O O O 
富士教育出版社『平成25年度受験 兵庫県公立高校入試問題』より

問題 1は、平成22年の問題である。日1は南北

アメリカに関するもので、①日本の正反対の位置、

②山脈名、③南アメリカ最南端の都市の太陽の位

置、④南アメリカの都市の7月平均気温、⑤アメ

リカ合衆国の農業、⑥アメリカ合衆国の工業、の

問題であり、学習指導要領の目標と内容に沿った

ものである。また、高校入試問題の内容(正反対

の位置=対瞭点、おもな山脈、緯度と太陽の関係、

気候、農業、工業など)は、高等学校の学習内容

の基礎であり、質問方法は組み合わせ問題があり、

大学入試センター試験と似ている。

問題2は、平成24年の地形図読図の問題である。

内容は、①方位や地図記号、②距離、③1971年と

2008年の土地利用変化、であり、③を例として示

す。地形図読図は等高線や地図記号、土地利用変

化を読み取るものが多く、問題を数多く解き、地

形図に慣れることが大切である。また、地形図読

図は、小学校で学ぶ地図記号、中学校・高等学校

で学ぶ等高線・地図記号・風景写真などと学習が

連続しており、大学入試センター試験では頻出問

題である。中学校学習指導要領解説の「内容の取

扱いJには、「地図の活用に関する技能j として

「地形図や市街図などに慣れ親しみ、Jと述べて

いる。

問題 1、問題2の結果、高校入試問題は学習指

導要領に沿った内容で、日ごろの授業の延長上に

ある。

2) 中学校学習指導案一アメリカ合衆国一

次に、前述の問題1の囚1(5)に関連して、アメ

リカ合衆国の学習指導案(略案)を示したい。 11)

<単元目標および評価規準>

-アメリカ合衆国について関心をもち、その地域

的特色について、自然環境、社会条件、歴史的

背景などと関連させ、意欲的に追究することが

できる。(社会事象への関心・意欲・態度)

・アメリカ合衆国の地域的特色を明らかにする視

点や方法を、多面的・多角的に考察することが

できる。(社会的な思考・判断)

・アメリカ合衆国の地域的特色について、地図資

料や各種統計、地理情報などを活用・考察し、

その結果を発表することができる。(資料活用

の技能・表現)

・アメリカ合衆国の地域的特色について理解し、

その知識を身につけることができる。(社会事

象についての知識・理解)

3)高校入試問題と学習指導要領、学習指導案の

整合性について

1) 2)の結果、高校入試問題は学習指導要領

に沿った内容で、日ごろの授業の延長上にある。

したがって、高校入試問題と中学校学習指導要領

(日ごろの授業…学習指導案)は整合性がある。
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問題 1

問題2

国
1 南北アメリカ大陸に関する次の聞いに答えなさい。

(1) 日本を地涼の正反対側に置いた位置を示すものを，図1中

のア~工から 1つ選んで，その符号を書きなさい。

(2) 図 1中のXの位置にある山脈名を書きなさい。

(3) 図1中のa，eの都市に関して述べた文として適切なものを，

次のア~工から 1つ選んで，その符号を書きなさい。

ア aでは， 6月には太陽が沈まない日が続く。

イ aでは，春分の日の正午に太陽は真上から照らす。

ウ eでは，夏至の臼の正午に太陽は真上から照らす。

エ eでは， 12月には太陽が地平線上にのぼらない日が続く。

(4) 表1は図1中の都市a-dの7月の平均気温を示している。 d

にあたるものを，表1中のP-Sから選んで，その符号を書

きなさい。なお， P， Sは1年の各月の平均気温のうち， 褒 1 平均気温("C)
|P  Q R S 

7月の平均気温が最高である。 I 7月 I 25.0 I 2沼6 I ll.l I 4.7 

(5) 日本をはじめとする多くの国は食料などの農産物を σ理科年表平成22年』より作成〉

アメリカ合衆国から輸入している。図1中のYの地域で生産されている主な農産物として適切な

ものを，次のア~工から 1つ選んで，その符号を書きなさい。

ア大 豆 イ小麦 ウとうもろこし ヱ綿花

(6) アメリカ合衆国の西海岸では，航空機や電子機器を生産する先端技術産業が発達している。サ

ンフランシスコ近郊のサンノゼ付近にあるコンピュータ関係の工場や研究所が集中している地域

を何というか，書きなさい。

3 図1と図2を比較し， Zの地域の変化について述べた文として適切なものを，次のア~オから

2つ選んで，その符号を書きなさい。

ア 図中の〈:〉で囲んだ部分で怯，針案樹林が広がっていた丘陵をけずり，回が広がった。

イ ロクハ池が埋め立てられ，滞水場ができた。

ウ 鉄道と有料(高速)道路の間に小学校または中学校が2つできた。

エ 鉄道の北に果樹園が広がった。

オ インターチェンジ(IC)や新しい道路ができた。
磁 1
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<指導計画 (4時間) > 
時 主 題 主な学習内容 学習課題 資料・その他

1 アメリカ合衆国の概要 自然(地形・気候) アメリカ合衆国はどのような 地図帳、白地図、人種

移民の国・多民族国家 固なのだろうか 構成図、地理資料集

2 アメリカ合衆国の農業 世界の食料庫、農業地域、 アメリカ合衆国の農業はどの 地図様、白地図、農業

<学習指導案(路案)> 適地適作、大規模農業、 ような特色があるのだろうか 地域図、地理資料集

3 アメリカ合衆国の工業 世界ーの工業国、工業地 アメリカ合衆国の工業はどの 地図帳、白地図、工業

域、地下資源、工業都市 ような特色があるのだろうか 地域図、地理資料集

4 アメリカ合衆国と日本 日米貿易、貿易の自由化、 日米貿易はどのような特色と 地図帳、白地図、貿易

日本企業の現地生産 課題があるのだろうか 統計、地理資料集

<指導案(略案) > 本時(第2時) 主題;アメリカ合衆国の農業

段階 学習内容 主な発問 予想される発百・恩考 指導上の留意点 資料

導入 -身近な食品 -パン・味噌・食用油の主な -パンは小麦、味噌は大旦、 -小麦、大立、 トウモロコシ

から 原料はなにか。家畜の主な サラダ油は大豆?家畜の (飼料作物)を出させる。

餌はなにか。 餌は?など。 -アメリカは農業国でもあ

展開 -世界の食料 -その原料は主に世界のどこ -アメリカ、カナダ、中国な ることに気づかせる。 -地理資料

庫 で生産されているか。 ど -農業地域を地図で確認さ (農業統計)

-農業生産割 -小麦・大豆・トウモロコシ -小麦は世界2位、大豆は世 せる。 -地図帳(アメ
ムロ のアメリカの生産割合はど 界1位、トウモロコシは世 リカの農業・

れくらいだろうか。 界1位である。 (2008年) 気候区分図)

-栽培地域 -アメリカの農作物の栽培地 -小麦はロッキ一山脈東~ミ -気候などの自然条件と消

-適地適作 域はどうなっているか。 シシッピ川流域など 費地・輸出など社会条件

|・なぜ、この地域にこれらの作物が栽培されているのか。|
との関連を考え、 f適地適

作j を導く。

-大規模農業 -アメリカの第一次産業人口 • 2%、10%、20%など . 1. 5% (2008年)を導く -地理資料(産

の割合はいくらか。 *日本は2.8%(2008年) 業別人口清成)

-企業的農業 -アメリカの農業従事者一人 一人当たり耕地面積はり -一人当たり耕地面積 -地理資料(主

当たりの耕地面積はいくら 日本の10倍、 20倍、 30倍、 15位 aで、日本の約55倍で な園の農業従

-労働生産性 か。日本の何倍か。 50倍、 100倍 あることを説明する。 事者1人あた

| なぜ農業従事者の叩少ない…冶わらず農|
-大規模農業、企業的農業 りの耕地面積)

業生産量が多いのだろうか。 労働生産性が高いことを

考えさせる。

-農作物の貿 -アメリカの小麦・大立・ト -小麦・大豆・トウモロコシ -アグリビジネスに触れる -地理資料(貿

易 ウモロコシの輸出割合はど とも世界一 (2008年)であ -アメリカの小麦・大豆・ 易統計)

-アグリピジ れくらいだろうか。 り、日本にも輸出している。 トウモロコシは世界中で -地理資料(ア

ネス また、主な輸出先はどこだ 流通し、日本にも輸出して グリビジネス)

ろうか。 いることを気づかせる。

| ・なぜ、アメリカの農作物の輸出寄l合は高いのだろうか。|
-日本の小麦の6割、大豆の

7割、 トウモロコシの9審l
-もし、干ばつなどで農作物 -アメリカの輸出量が減る。 がアメリカからの輸入で -新聞記事(干

が不作だったらどうなるだ -農作物が値上がりし、関連 あることに気づかせる。 ばつによる農

ろうか。 する加工品が値上がりする。 作物の不作な

ど)

まとめ -農業の特色 -アメリカの農業の特色をま -白地図、ミエテストで確

とめよう。 認する。

一一
(2)大学入試センター試験地理A ・地理Bの問

題と高等学校地理授業の留意点

1)大学入試センター試験地理Aの問題の例

問題3は、 2012年実施の大学入試センター試

験地理Aの問題の一部である。この問題は学習指

導要領の「地球的課題の地理的考察」に関するも

のである。問 1は、各地域の人口上位 8カ国の

1人当たり GNIと平均寿命から東南・南アジアを

答える問題である。平均寿命は先進国(地域)ほ

ど長く、途上国(地域)ほど短いことや各地域の

人口上位 8か国の 1人当たりのGNIを 理解して

おれば、解ける問題である。正解は②Bであり、

①Aはアフリカ、③Cは中央・南アメリカ、④は

東ヨーロッパである。これに続く、問 2 (省略)
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問題3
問1 下線部②に関して，次の図 1は.いくつかの地域における人口上位8か国の 1人当たり GNI(図

民総所得)と平均寿命を示したものであり， A-Dは，アフリカ.中央・甫アメリカ，東南・南アジ

ア.東ヨーロツノげのいずれかである。東南・南アジアに該当するものを.下の①-@のうちから一

つ選べ。E彊コ

• .. ~・・ ・・.・. • 4‘ 
-a z-e 
10。
e 。
:> v 

-ロシアを吉まない。

図1 鑑
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1人当たり GNI

① A ② B ③ c @ 0 

統計年次';1， 1人当たり GNIが2氏陣年4 平均寿命が2007年または2∞8年。
『世界国勢国会』などにより作成。

は、 HIV/エイズ、結核、マラリアの感染症によ

る人口 10万人当たりの死亡率の高低を階級区分

図で示し、感染症を風土や公衆衛生の観点から

答える問題で、地理的思考・判断を要する。セン

ター試験は地名や細かい統計数字は分からなく

ても、地域の特色を理解していれば解ける問題

が多く、授業の留意点は、その地域を地図で確認

し、自然環境(気候・地形など)・社会条件(産

業・経済発展など)、歴史的背景(旧宗主国と!日

植民地など)を関連づけて考えさせることである。

2)大学入試センター試験地理Bの問題の例

表 2 は、 2008年~2012年実施のセンター試験

地理B本試験の出題分野である。毎年出題される

のは、地形図読図を含む「地域調査」、自然環境

の「地形J・「気候j、地球的課題の「人口j、「都

市・村落」である。また、「国家・民族J、「農業・

食料Jrエネルギー・鉱産資源Jr工業Jの出題頻

度が高く、センター試験が学習指導要領の内容に

沿い、自然環境、社会条件、歴史的背景を関連

づけて考える地理的見方・考え方による解法を求

めていることがわかる。

問題4は、2012年のセンター試験地理Bの問題

の一部である。この問題は、北アメリカの地名の

分布をスペイン語、フランス語、ロシア語に因ん

だものに分け、地域の歴史的背景を問うもので、

表2

大学入試センター試験地理B 本試験出題分野一覧

(実施年)

出題分野 2012年 2011年 2010年 2009年 2008年

地域調査 O O O O O 
国家・民族 O O O 
地形 O O O O O 
気候 O O O O O 
水 O O 
自然災害 O 
環境問題・地域開発 O 
農業・食料 O O O 
林業・水産業 O 
エネルギー・鉱産資源 O O O O 
工業 O O O 
貿易・投資・国際援助 O O 
人口 O O O O O 
都市・村落 O O O O O 
生活行動 O 
交通・通信 O 
東・東南・南アジア O 
西アジア

北アフリカ O 
中・南アフリカ O 
ヨーロツノ号 O 
旧ソ連

アングロアメリカ O O 
ラァンアメリカ

オセアーア

日本

河合出版 W2013大学入試センター試験過去間レピュ一地理B.ll
より抜粋して作成

前述の中学校でのアメリカ合衆国学習を基礎に

高等学校での内容が加わった問題である。答えは

⑥である。
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問題4

問題5

問2 北アメリカにおける地名の分布は，ヨー

ロッパ人の移住の歴史を反映している。右の

図2は，スペイン語，フランス語，ロシア語

に因んだ主な地名の分布を示したものであ

り，ア~ウはそのいずれかである。ア~ウと

言語名との正しい組合せを，次の①~⑥のう

ちから一つ選べ。亡亙コ

井上謙治・藤井基精編『アメリカ地名辞典jなどにより作成。

かなや

問 4 I詣晶7t卓は馬でも越すが.越すに越されぬ大井川Jと 島田と金谷がかつて川越えの宿場町とし

てにぎわっていたことを知ったコハルさんは.地形や土地利用の変化について新旧の地形図を比較

した。次の図 3は，図 1中に示したYの範囲における. 1895年と 1997年の 5万分の l地形図(原寸，

一部改変)である。図3から読み取れることがらを述べた文として適当でないものを.次の①~④の

うちから一つ選べ。仁亙コ

①大井川を横断する鉄道橋の下流では. 1895年時点には大井川を渡るための道が何本かみられ.

1997年時点には蓋議議がみられる。

②益各晶蹟では 1895年時点には水田が広く分布していたが.1叩7年時点には堤防が整備され工

場や鉄道が建設されている。

③ 島田駅周辺では. 1895年時点には駅北側の東海道沿いに集落がみられ. 1997年時点には駅南側

にも市街地が展開している。

④ 島田の河原(川原町)と金谷河原との問では. 1895年時点、には橋があり. 1997年時点には同じ架

橋位置に大井川橋がみられる。

図3
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3)大学入試センター試験地理Aおよび地理Bに

共通する地形図読図問題の例

問題5は、 2012年のセンター地理A ・センター

地理Bに共通する地形図読図の問題である。この

問題も地図記号などを理解しておれば解ける問題

で、前述の高校入試問題とほぼ同じ内容である。

問題5の次の問題(省略)は、産業別従業者割合

から山間地域、正陵地域、沿岸地域を答える問題

と大井川流域の洪水と地形を絡めて考える問題で、

高校生としての地理的見方・考え方が必要である。

4)大学入試センター試験問題と高等学校学習指

導要領の整合性について

1) 2) 3)の結果、大学入試センター試験地

理A ・地理Bの問題は学習指導要領に沿った内容

で、基本的な問題が多く、日ごろの授業で、培った

地理的見方・考え方を駆使して考える問題である。

したがって、大学入試センター試験地理A'地理

Bの問題と高等学校学習指導要領(日ごろの授

業)は整合性がある。

5.教員採用試験を意識した大学での地理一学生

に求められる地理的素養一

大学での地理は、地理学研究者が自身の研究分

野を講義するのが一般的であり、学習指導要領の

範鴎外である。そのため、学生が地理学の専門分

野を学ぶことは地理的見方・考え方を培っている

が、教員採用試験との整合性は少ないように思われ

る。しかし、教員を目指す学生は教員採用試験を受

験する。そこで、教員採用試験問題を例にして、学

生に求められる地理的素養について考えてみたい。

(1)教員採用試験問題の例と学生に求められる

地理的素養

1)兵庫県公立学校教員採用試験問題の例と学習

指導要領

表3は、 2009年度"""-'2013年度の兵庫県公立学

校教員採用試験中学校社会・高等学校地理歴史の

うちの地理の出題内容である。この表からのみで

出題傾向は判断できないが、自然環境や地形図読

図のほか、都市、交通、工業、農業からも出題さ

れている。また、 2011年度試験でFIFAワーノレド

表3

兵庫県公立学校教員採用試験 中学校社会・高等学校地理歴史

のうち、地理の出題内容一覧 (年度)

出題分野 2013年 2012年 2011年 2010年 2009年

地形図読図 O O 
自然災害 01 
自然環境(地形・気候など) O O 
都市 O 
交通、工業 O 
地図の種類 O 
緯度、経度、時差 O 
世界地誌 (FIFAワールド

O 
カップ出場国)

東南アジア地誌 O 
農産物生産量、地下資源

O 
産出量など

フランス地誌 O 
兵庫県県民情報センター所収資料より作成

カップ出場国に関する世界地誌が出題されてい

るが、これは2010年に南アフリカでFIFAワール

ドカップが開催されたためである。教員採用試験

は、時の話題や採用試験実施都道府県に関する内

容が出題されることにも留意したい。

問題6は、 2013年度兵庫県公立学校教員採用試

験問題の地理的内容の一部である。地域は茨城県

つくば市に関するもので、県名、地形図読図(標

高、面積、地図記号など)、都市構造、人口統計

などから地域の特色を問う問題である。この問題

を学習指導要領との関連でみれば、「県の様子に

ついて資料を活用して特色を考えるJ(小学校

3・4学年抜粋要約)、「我が国の国土の自然など

の様子J(小学校5学年要約)、「身近な地域にお

ける観察J(中学校)、「地形図の読図などを通し

て地理的技能を身に付けさせるJ(高等学校地理

A)、「地図を活用して多面的・多角的に調査し、

生活圏の地域的特色をとらえる地理的技能を身

につけさせるJ(高等学校地理B) に関連してい

る。すなわち、教員採用試験問題は学習指導要領

の観点から出題されている。

2)教員採用試験問題と小・中・高等学校学習指

導要領との整合性について

1)の結果、教員採用試験問題は、出題傾向が

高校入試や大学入試センター試験と似ており、

小・中・高等学校学習指導要領に沿った内容であ

る。つまり、教員採用試験問題と小・中・高等学
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校学習指導要領との整合性がある。ただ、例を示

していないが、教科書の脚注に載るような細かい

内容が出題されており、大学入試センター試験以

上の知識理解が必要である。

3)学生に求められる地理的素養とその手法

学生に求められる地理的素養とは何か。地理お

よび地理学は 5W (When， Where， Who， What， 

Why) 1 H (How)のうち、 Whereを重視する。

そして、What，Whyと続く。なぜ、その場所・そ

問題6

の地域なのか。なぜ、その地域では、その「もの」

や事象が存在するのか。その「もの」や事象の分

布はどうなっているのか。地域的・空間的広がり

はどうなっているのか。その原因は何か、など

を、地図を見て考える。資料や各種統計から地図

を作成して考える。外国を含め、地方的(地域

的)特殊性と一般的共通性を考える。現地を巡

り、聞き取りをして考える。地域の特色を自然環

境や社会条件、歴史的背景と関連させて考える。

I 次の文家と図を免て、あとの聞いに答えなさい。

つくば市i土東京から北東に約50km、( ア)県の南西蜘こ位置し、干減iこi鳴海約( イ ) mの関東ローム臓におおわれた平

mな地形が広がっている。昭和38年に東京の過密解消、科学技術の振興と海等教育のヲE笑を目的に閤家プロジェクトとして筑波研究

学臨書革命の建殻が糊議了解され、震等の試験研究・教育機関の移転が進んだ。また、昭和 60年に開催された f科学万博jを機に民問

研究機関の進出や語草案絡役簿の鈎事震が進んだ。平成17&手には、東京(秋灘JJ:)-τコ〈ば慨を 45分守総ぷ都市機速鉄道つくばよEクスプ

レスが線通し、霊童止からのアクセスが飛織的に向上した.つ〈ば市は、人口が 20 万人を超えたことから、乎成 19~に蛮笠盟主~埜

ffした。

図

(2万5，.サの1町地形図「上皇軍J平成19年知行)

l 上の文章中の( ア }に入る県名者書きなさい。

2 上の文*'"の{ イ }に入る適切な数値を、次のあ~えからlつ還ぴ、その記号を書きなさい。

あ 0.2'-0.3 い 2-3 うお-30 え 2∞ー筑)0

s 問中のA、B、G、Dを頂点とする凶辺形の郡分の実際のjjJ績に最も近いものを、次のあ~えから 1つ遷ぴ、その偲号を書きなさ

い.ただし、医中のA-BIIllIま約6問、 B-CIIIlは釣4cmである.

あ 1.5km~ い 15.陰口書 う加国富 え荻)km.a

4 凶中のA、目、 C、Dを頂点とするI!!Ull形の郵分に見られない地版記号を、次のあ~えから 1つ選ぴ、その蕊号を司書きなさい。

~病PJt い大学 う工場 え殴書館.

5 ~のおーおの文のうち、図から概み取るこ左ができるものを 2つ選ぴ、その記号を書きなさい。

あ 「下平家j 付近の集務の~t覆では、 ltm:中の鉄道地鳴られる。

い 「けんき申うがくえんj絞濁辺では、建設中の道路が見られる。

う r~II8J 付近から東では、建設中の鉄違が見られるa

え 「夫久保ーγ目Jに比べ、 r，崎努Jには台くからの集落が立地している。

お f奏木j付近では、濁辺よりやや自買い土地に回が広がっている.

6 下線鍛①について、東京の丸の内や大手町などのように、大都市の都心穏に位澄し、行~.金融・企業などの中枢管理機官官を鯵つ

事務所が集中している地区を何というか、書きなさい。
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他地域との結びつきを考える、等々である。

つまり、地理的素養は地図を通して、その広が

りを考えることから始まる。電車に乗る、景色が

都市から農村に変わる、なぜか、都市はどこまで

広がっているか。坂がある、なぜか、河川の関係

か、山地の関係か。寒冷地に行く、屋根の形が違

う、作物が違う、なぜか。外国に行く、自然が違

う、生活文化が違う、なぜか、どのように広がっ

ているか、等々、地理的素養を身につける材料は

いくらでもある。地図を読み、地図で表現する能

力を培うこと、すなわち、地理的素養、地理的見

方・考え方を身につけることである。

6. おわりに一結論一

以上、考察してきた結果、本論考の結論は次の

とおりである。 1つは、高校入試問題と中学校学

習指導要領(日ごろの授業)は整合性がある。 2

つは、大学入試センター試験問題と高等学校学習

指導要領(日ごろの授業)は整合性がある。 3つ

は、教員採用試験問題と小・中・高等学校学習指

導要領は整合性がある。つまり、高校入試・大学

入試センター試験12)・教員採用試験とも、学習指

導要領に沿って、地図や図表、統計資料などを読

み取る問題が多く、発達段階に応じて、より詳細

な地理的思考・判断を要することがわかった。

また、地理授業の視点、および留意点は、地域の地

理的事象を地図に表し、その原因を「なぜ」と問

い、自然環境、社会条件、歴史的背景と関連付け

て考えさせ、地理的見方・考え方を培うことであ

る。さらに、社会科教員を目指す大学生に求めら

れる地理的素養とは、小・中・高等学校での地理

学習を基礎に、地図や現地をとおして、空間的広

がりを考える能力、すなわち、地理的見方・考え

方を培うことである。
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